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10 高体温 (熱中症動物モデル)のウサギ免疫機能に与える影響に関する研究 -































4 廃棄FRP (ガラス繊維強化プラスチック)の再生処理に関する研究 ･
5 山梨県内における生ごみの循環型処理に関する研究 ･---･--･--･
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5-2 利用者数 ･--･--- ･--･･----------- ･- - - -･- - ------ 101
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植物生態学研究室 :中野隆志 ･安田泰輔 ･岩間美紀 ･
西巻通代
動物生態学研究室 :北原正彦 ･吉田 洋 ･妾 兆文 ･
小林隆人 ･藤園 藍
地球科学研究室 :輿水達司 ･内山 高 ･石原 論
環境計画学研究室 :杉田幹夫
緑地計画学研究室 :池口 仁
東 京 都 立 大 学 :可知直毅
茨 城 大 学 :堀 良道 ･山村靖夫 ･大塚俊之

















































































































































































































































調査地名 基 質 植 生 優 占 種
共 通 草 原 スコリア 草 原 ススキ
共 通 林縁 (外) スコリア 草 原 ススキ
共 通 林縁 (内) 溶 岩 落葉広葉樹林 ミズナラ
共 通 樹 海 溶 岩 常緑針葉樹林 ヒノキ
共 通 落葉樹林 スコリア 落葉広葉樹林 ミズナラ.イヌシデ
その他 カラマツ植林 スコリア カラマツ植林 カラマツ
その他 天然林 スコリア 落葉広葉樹林 ブナ .ミズナラ
表 1 調査対象とした生態系の特徴
場所 ノウサギ タヌキ キツネ テン ハクビシン イノシシ シカ カモシカ 不明 総計
カラマツ植林地 1 2 1 22 2 28
シラビソ林 10 10
草地西 9 ll 20
草地東 6 10 3 2 21
大室山 2 5 13 1 6 2 29
落葉広葉樹林 14 14
表2 大室山周辺で行なった自動撮影カメラにより確認された哨乳類とその環境選択様式
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筑 波 大 学 :鞠子 茂
都 留 文 科 大 学 :坂田有紀子
静 岡 大 学 :木部 剛
岐 阜 大 学 :小泉 博























































































































































































































図 2 純一次生産量 (推定値)分布図
表 1 森林生態系のNPP実測値 (2004年)
バイオマス増加量(tc/卜遠 枯死脱落曇(tc/ha) NPP(tC/卜由
ア力マツ柿 1.9 3.6 5.4
ヒノキ.ツガ杯 2.1 4.6 6.7
表2 衛星データから推定した森林生態系のNPP(2001年)
面積 面積 NPP NPP
構成比 構成比 単位面積当たりの






















地 球 科 学 研 究 室 :輿水達司 ･内山 高
環境資源･環境計画学研究室:杉田幹夫
県 衛 生 公 害 研 究 所 :吉滞一家
山 梨 大 学 :岩附正明











































































































































































































位相差 : _2覧葦讐 紅讐 冗 Oi okm
変動重くcm): _2.8 0 2.8
観測日 2004/09/14a2004/10/08
27









夢聖篭国落 葉'避詔 0 1Ohm
位相差 : -2TC O 27r ･ ･
変動豊(cm)二 一2.8 0 2.8
観測日 2004/10/08a2004川/01
瞥安宅放棄超勤
位相差 : _2花 0 2花 '∴二二_"_=__=_I






生気象学研究室 :柴田政幸 ･宇野 忠 ･波速かおり
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図 1 体温 (版下温)の作業前後における変化 :作業前
を0として表す｡
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植物生態学研究室 :中野隆志 ･安田泰輔 ･西巻通代 ･
石原 論 ･藤園 藍






























































































表 1 各調査区の種ごとの個体密度 (plants/ha)0
雪崩後区 非撹乱区
立木 稚樹 立木 稚樹










































































lTO tO &j 8() ltXlHO O 20 40 60 88 1伽
S叩 .…
0 20 40 60 割) lOOItO (1 20 40 伽 暴O l0
Posilioi1O∫ltheslope(m)
図 1 優占種 2種のDBHクラス別の斜面に沿った分布｡縦軸は個体密度を､横軸は斜面の位置を示す｡adj.は隣接区を､





植物生態学研究室 :安田泰輔 ･中野隆志 ･西巻通代 ･


































































































































































































1 2 3 4 5 6
生息した環境景観の数 (環境選択の幅)
図 1 チョウ類の環境選択幅の頻度分布
葦原 林線 疎林 混交林 広葉樹林 針葉樹林






































































































































































糖質 (%)-100- (水分 (%)+粗タンパク質 (%)+







































し､解析 した｡本研究を行 うにあたり､情報を提供 して
いただいたみどり自然課に､厚くお礼申し上げる｡




































11名 測定部位 は集二位 採集日
イタドリ 藁･茎 富士吉田Ti上吉R] 5月12[]




































































































































































10(J ZOO 300 403 50
(分)
図 1 一晩の睡眠構築の比較 :実験群 (香りあり)のノ
ンレム睡眠が対照群に比べて増加している｡






1 2 3 1 5 6 7 8
耽寝後揮過時聞 (晴聞)
図 2 副交感神経活動の指標 (HF)の変動 :実験群 (香
りあり)はパワーが大きく､また時間経過と共に増
加している｡
一二一対照群 (香りなし)ー 実験欝 (香りあtJ)
? ???
? ?
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図 1 中脳抑制細胞領域 に局所麻酔薬プロカイン
(procaine)､神経伝達物質ガバA (GABAA)様物質
であるム ッシモル (Muscimoり 及び､ガバA



























































































































? ? ? ?



















































































































































































































































































0 10 20 30 40 50 60
















































































































一里き､一.i苗 0-5守 rJ■▼ ● y
_.▲ lJt _ A /. _｣ lー 一Jl
LI TT P ≠ 一√｢Ⅴ . .J打｢¶ ｢h . 仰 rーTn .I_,mb
YFVl I.. . YH VyVTTnTJ' IV 甘vY -｢■ ¶ 一㌢ y. V ｢ ■
V 〟i rJ- I l
I1l _し L 7 t
l l- 原デ ター
LJ- LMFモデル




爪 . 爪 JACm lNJkTl rA u1
r胴 HW IIl'U k i ll ヽ ′ 11ヽ .AnTーヽ
〃｢ ,I _^ JY U 1.T IN Vヽ ∧ 丁 i.LJ/lfヽ
1 1nTY T u r ■Lh'TJuTJI
■ 】 l ｢l-原T--タ-LMFモデルl l

























































































? ???? ? ?
???? ?
0 0.2 0.4 0.6 0.8 1
添加量 (wt%)
図3 触媒添加量に対するポリウレタンの分解速度
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各期 月 月( )
毒 喜 ≡ 表 … _声i


























緑地計画学研究室 :池口 仁 ･後藤厳寛 ･佐藤美紀

























































人 類 生 態 学 研 究 室 :本郷哲郎 ･小笠原輝























































































































































































環境資源 ･環境計画学研究室 :佐野慶一邸 ･西巻通代
神奈川県産業技術総合研究所 :高見和滴 ･高橋 亮
日清オイリオグループ (秩) :高柳正明
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図 1 廃FRP分解の実験装置














静 岡県立大学大学院 :横田 勇



























































































湖重量(∂ 含水率 水量 乾重量 灰分 灰分量(wt%) (B) (E) (vA%) (♂
木くず 19_01 5265 10_01 9ー0 0.:;近 0_03
生-しみ 妃操キヤへ一ブ 0.35 - 0.35 7.:美) 0.03
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1 lJ 官舎西側林地 トチノキ､ミズナラ､クロマツ､ア力マツ､シラペ､マユミ
2 日 セミナーハウス南側林地 力ラマツ､ミツ八ウツギ､カジカエデ
3 lJ 山中崇東側林地 力ラマツ､マメサクラ
4 = 樹木園 力ラマツ､イヌシデ､ハンノキ､ハウチワ力エデ
5 = 寒地性樹種試験地 ストローブマツ
6 = 寒地性樹種試験地 力ラマツ×グイマツ
7 ‖ 寒地性樹種試験地 ウラジ口モミ
8 ‖ 寒地性樹種試験地 シラカンパ
9 ‖ 西側歩道沿い林地 ア力エソマツ
0ー = 西側歩道沿い林地 ミズナラ















































































































































位置同定 利用可能 精度低下率 同定回数 成功回数 成功率 2次元 3次元





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4月 522 240(4) 762
5月 971 108(4) 1,079
6月 439 50(1) 489
7月 875 114(5) 989
8月 1,593 122(4) 1,715
9月 549 204(7) 753
10月 645 101(3) 746
11月 395 106(4) 506
12月 287 0 (0) 287
1月 254 0(0) 254
2月 176 0 (0) 176
3月 321 0 (0) 321






























小 学 校 84
中 学 校 28
高校 .大学 9
般 35























































































講 師 :Ⅰ-北村異- (山梨大学大学院教授)
Ⅱ-石川垂人 (伝匠舎 〔株〕石川工務店代表)















参加校数 報普数 開花報告日 (最多)

















































































































































図 書 和 書 一 般 書 9,092冊
児 童 書 2,309冊
参 考 図 書 1,170冊
富士山関係 189冊




AV資 料 ビデオ 556点CD-ROM 13
合 計 709点
逐次刊行物 和雑誌 一 般 雑 誌 67タイトル
学 術 雑 誌 71タイトル
紀 要 107タイトル




そ の 他 地図等 103点
4-2･利用状況
環境情報センター利用者数 ll,954人
図書個人貸出 人 数 715人
冊 数 2,331冊




図書団体貸出 件 数 4件
冊 数 112冊
ビデオ利用 人 数 2,141人
本 数 255本

































































































































































































































































































岩松 佳代 (千葉大学園芸学部修士課程 1年生)
｢富士山高山帯におけるオンタデの分布密度と土壌粒
径サイズとの関係｣







































荒 牧 重 雄
副所長
窪 田 幸 雄
柴 田 政 幸
研究管理幹
永 井 正 則









中 田 節 也
(東京大学地震研究所教授)




















桑 原 美 幸












河 口 修 (兼務)
梶 原 壮 史
堀内ゆき江
杉 田 幹 夫 (兼務)
池 口 仁 (兼務)
倉 揮 和 代
佐藤永史郎
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臨 時 職 員












臨 時 職 員
臨 時 職 員
輿 水 達 司
輿 水 達 司 (兼務)
内 山 高
中 野 隆 志
安 田 泰 輔




永 井 正 則 (事務取扱)
永 井 正 則 (兼務)
大 野 洋 美
柴 田 政 孝 (兼務)
宇 野 忠
瀬 子 義 幸 (兼務)
長谷川達也
斎 藤 順 子
波速かおり
地域環境政策研究部










臨 時 職 員
臨 時 職 員
佐野慶一邸
杉 田 幹 夫
池 口 仁
後藤厳寛
本 郷 哲 郎 (兼務)
小 笠 原 輝




















荒 牧 重 雄
窪 田 幸 雄
柴 田 政 章
永井正則
瀬 子 義 幸
本 郷 哲 郎
荒 牧 重 雄
窪 田幸 雄
柴 田政 幸
永 井 正 則
輿 水 達 司
杉 田幹 夫
永井 正則
瀬 子 義 幸
勝 俣 秀 文
吉 田 洋
宇 野 忠
瀬 子 義 幸
柴 田 政 章
岩 間 寿 樹
本 郷 哲 郎
内 山 高
安 田 泰 輔
宇 野 忠
佐野慶一邸
輿 水 達 司
柴 田 政 章
岩 間 寿 樹








柴 田 政 章
岩 間 寿 樹
若 林 員 義
本 郷 哲 郎
中 野 隆 志




杉 田 幹 夫
勝 俣 秀 文
河 口 修














柴 田 政 孝






















本 館 鉄筋コンクリート造り 2,500.631nf(一部鉄筋一部木造)
地下1階地上3階




附 属 棟 コンクリートブロック造り 171.277nf
地上1階
管 理 棟 コンクリートブロック造り 98.280nf
地上1階
温 室 鉄骨造り 地上1階 101.286nf
通 路 鉄骨造り 17.6nf
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6-5 主要研究備品
穀蜜塊所予 =漣 三-~こp i









































動 物 生 態 学 生物顕微鏡システム
ラジオテレメトリーシステム
野外測定システム
実 験 室 繊維定量装置
脂肪定量装置
動物個体サイズ .シェイプ解析装置
環 境 生 理 学 蛍光顕微鏡システム血圧 .心拍連続記録システム






環 境 生 化 学 TOC自動分析装置
ドラフトチャンバー
マイクロプレートリーダー
実 験 室 高速液体クロマ トグラフ
高速液体クロマ トグラフ質量分析計
Ⅰcp-MS試料導入装置








人 類 生 態 学実 験 室 マイクロウエーブ分析装置
自動水銀分析システム
分光光度計
蛍光光度計
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